
 
 
 
 
 
 
【１】下の①，②，③の手順で，直線  に平行な直線  をひきます。   

                     
                   ① 直線  に合わせて，定規（あ）を置く。 
                   
                     
                   ② 定規（あ）に合わせて，定規（い）を置く。 
 
 
                   ③ 定規（い）を動かさずに，定規（あ）を定規（い） 
                      に沿って動かし，直線  をひく。 
 
 
   上の①，②，③の手順では，直線  に対する平行な直線  を，どのようなことがらを根拠 
  にしてひいていますか。下のアからエまでの中から正しいものを１つ選びなさい。 
 
    ア  ２直線に１つの直線が交わるとき，同位角が等しければ，２直線は平行である。 
    イ ２直線に１つの直線が交わるとき，錯覚が等しければ，２直線は平行である。 

    ウ １つの直線に垂直な２直線は平行である。 

    エ １つの直線に平行な２直線は平行である。 

   

 

【２】次の図のように，∠XOY の内部の点 P から，２辺 OX，OY にひいた垂線 PA，PB の 

  長さが等しいとき，OP は∠XOY を２等分することを、下のように証明しました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

     左の証明の          に当てはまる合同条件を，下のアからオまでの中から 
  １つ選びなさい。 
    ア ３辺がそれぞれ等しい 

    イ ２辺とその間の角がそれぞれ等しい 

    ウ １辺とその両端の角がそれぞれ等しい 

    エ 直角三角形の斜辺と他の１辺がそれぞれ等しい 

    オ 直角三角形の斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しい 

 

【３】平行四辺形 ABCD で，辺 AB 上に点 P をとり，P と対角線の交点 O を通る直線をひき， 
  その直線と辺 CD との交点を Q とします。このとき，OP=OQ となることを，ある学級 
  では，下の図１をかいて証明しました。              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  この証明をしたあと、点 P の位置を図２のように変えました。 

  このときも図１と同じように OP=OQ となるかどうかを考え 
 てみたところ，下のアからエまでのような意見が出ました。正し 
 いものを１つ選びなさい。 
 

   ア  図２の場合も，OP=OQ であることは，すでに上の証明で示されている。 
   イ 図２の場合は，OP=OQ であることを，改めて証明する必要がある。 

   ウ 図２の場合は，OP=OQ であることを，それぞれの長さを測って確認しなければ 
     ならない。 

   エ 図２の場合は，OP=OQ ではない。 
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【図形】
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【４】ある学級で，「三角形の内角の和は 180°である」ことの証明について，次の①，②を 

  比べて考えています。                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   どんな三角形でも内角の和は 180°であることの証明について，下のアからオまでの中 

  から正しいものを１つ選びなさい。 

 

   ア ①も②も証明できている。 

   イ ①は証明できており，②は形の違うたくさんの三角形で同じように確かめれば証明 

     したことになる。 

   ウ ①は証明できているが，②は形の違うたくさんの三角形で同じように確かめても証 

     明したことにはならない。 

   エ ①も②も形の違うたくさんの三角形で同じように確かめれば 

     証明したことになる。 

   オ ①は形の違うたくさんの三角形で同じように確かめれば証明 

     したことになるが，②はそれでも証明したことにはならない。 

 

【５】江戸時代の数学書「塵
じ ん

劫
こ う

記
き

」には，日常生活で役立つ様々な計算が紹介されています。 
   下の図は，木の高さの求め方を紹介した部分です。 
  

 

 

 

 

 

 

 

  翔
しょう

太
た

さんは，この内容に興味をも 

 ち，木の高さの求め方を，次のよう 

 にまとめました。 

  次の（１）から（３）までの各問 

 いに答えなさい。 

 

（１）目の高さ CD が 1.2ｍ，DB の 
  長さが 8.3m であるとき，上の木 

  の高さの求め方にしたがって，木 
  の高さ AB を求めなさい。 
 

 

 

 

（２）木の高さの求め方の     で，CD，DB の長さを測っているのは，EB を CD に， 

  CE を DB に，それぞれの長さを置き換えているからです。そのようにしてよいのは， 

  四角形 CDBE が長方形だからです。ここで用いられている長方形の性質について，下 

  のアからエまでの中から正しいものを１つ選びなさい。 

    

   ア 長方形の４つの角はすべて等しい。 

   イ 長方形の２組の向かい合う辺はそれぞれ平行である。 

   ウ 長方形の２組の向かい合う辺の長さはそれぞれ等しい。 

   エ 長方形の対角線の長さは等しい。 

 

（３）木の高さの求め方では，CE の長さを直接測る代わりに，次のような方法を用いて， 
  CE の長さを求められるようにしています。 

 

      長方形の性質を用いて，CE の長さを DB の長さに置き換える。 

 

    AE についてもその長さを直接測る代わりに，    で△ACE の∠ACE を 45°に 

  することによって，AE の長さを求められるようにしています。その方法を，上の  の 

  ように説明しなさい。 
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（説明） 



【６】紀元前６世紀ごろの古代ギリシャで 活躍
か つ や く

した学者の１人に，タレスと 

  いう人がいます。タレスは，次のようにして，陸上から直接測ることが 

  できない船までの距離を求めたといわれています。  

    
 
 
 
    タレスの方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。 

 

（１）点 A から船 B までの距離を求めるために，タレスの方法では次のような考えが使われ 

  ています。下の       に当てはまる記号を書きなさい。 

 

   線分 AB の長さを直接測ることができないので，△ABC と合同な△DEC をつくり， 

  線分 AB の長さを線分      の長さに置きかえて求める。 

 

 

（２）タレスの方法で点 A から船 B までの距離を求めることができるのは， 
  △ABC と△DEC が合同であるからです。下線部を証明するための根拠となることがらを， 
  三角形の合同条件を用いて書きなさい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）タレスの方法では，∠BAC と∠EDC の大きさを 90°にしています。下のアからエは， 
  この∠BAC と∠EDC の大きさについて述べたものです。正しいものを１つ選びなさい。 
 

    ア ∠BAC と∠EDC がどちらも 90°のときだけ，△ABC≡△DEC を利用して船まで 
     の距離を求めることができる。 

   イ ∠BAC＝∠EDC であれば，90°にしなくても，△ABC≡△DEC を利用して船ま 
     での距離を求めることができる。 
   ウ ∠BAC を 90°にすれば，∠EDC を何度にしても，△ABC≡△DEC を利用して船 
     までの距離を求めることができる。 

   エ ∠BAC と∠EDC の大きさを等しくしなくても，△ABC≡△DEC を利用して船 
     までの距離を求めることができる。 
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